
(57)【要約】

【課題】腹腔鏡下手術において腸管等を把持・牽引して

おく器具であって、所望方向への牽引制御が容易で、術

中安定的に把持が可能な器具を提供すること、及び、把

持対象組織に悪影響を与えない安全な器具を提供するこ

と。

【解決手段】腸管に巻いて環状を形成する柔軟な帯状体

１に、前記環状を保持する、複数の通孔２と前記通孔２

に係止可能な係止部３から成る留止手段、及び、鉗子な

どにより把持される把持部４を備えて構成し、更に好ま

しくは、前記帯状体１の表面に、多数の突起５、あるい

は、複数のサイン曲線状の凸部によるスベリ防止手段を

設け、前記留止手段は、形成される環の大きさを選択、

あるいは、可変可能なものとして構成した。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
腸 管 に 巻 回 し て 環 状 を 形 成 す る 柔 軟 な 帯 状 体 に 、 前 記 環 状 を 保 持 す る 留 止 手 段 、 及 び 、 鉗
子 な ど に よ り 把 持 さ れ る 把 持 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 腸 管 把 持 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 帯 状 体 の 表 面 に 、 ス ベ リ 防 止 手 段 を 備 え た 請 求 項 １ の 腸 管 把 持 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ス ベ リ 防 止 手 段 と し て 、 帯 状 体 表 面 に 多 数 の 突 起 を 形 成 し た 請 求 項 ２ の 腸 管 把 持 器 具
。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ス ベ リ 防 止 手 段 と し て 、 帯 状 体 表 面 の 短 手 方 向 に サ イ ン 曲 線 状 の 凸 部 を 並 列 に 複 数 形
成 し た 請 求 項 ２ の 腸 管 把 持 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 留 止 手 段 は 、 形 成 さ れ る 環 の 大 き さ を 選 択 あ る い は 可 変 可 能 な 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず
れ か の 腸 管 把 持 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 留 止 手 段 は 、 前 記 帯 状 体 一 方 端 側 か ら 長 手 方 向 に 位 置 を 変 え て 複 数 の 通 孔 を 設 け 、 他
方 端 に 、 前 記 通 孔 を 貫 通 可 能 な 係 止 部 を 設 け た 請 求 項 ５ の 腸 管 把 持 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 帯 状 体 の 外 周 辺 縁 部 は 、 前 記 突 起 及 び 凸 部 を 除 い た 帯 状 体 表 面 よ り も 肉 厚 に 形 成 さ れ
る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か の 腸 管 把 持 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 主 に 腸 に 対 す る 腹 腔 鏡 下 外 科 手 術 の さ い 、 手 術 操 作 に 必 要 な 空 間 や 視 野 を 確
保 す る た め 、 あ る い は 、 腸 管 を 軸 方 向 に 牽 引 す る こ と で 腸 管 壁 に 適 度 の 緊 張 を 与 え て 周 囲
の 脂 肪 、 血 管 の 剥 離 や 切 除 を 安 全 か つ 容 易 に す る た め の 腸 管 把 持 器 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
近 年 で は 、 多 く の 腹 部 外 科 手 術 に 侵 襲 性 の 低 い 腹 腔 鏡 下 手 術 が 適 用 さ れ て い る が 、 開 腹 手
術 と 比 べ 手 術 空 間 に 制 約 が あ り 、 周 辺 臓 器 と の 関 係 で 思 い 通 り の 視 野 を 確 保 す る の が 難 し
い な ど の 問 題 か ら 、 手 術 対 象 組 織 の 位 置 を 適 正 な 術 野 内 に 移 動 し た り 、 視 野 を 妨 げ る 周 辺
組 織 を 圧 排 す る な ど し て 制 御 し 、 術 野 を 確 保 す る た め の 器 具 が 必 要 と さ れ て い る 。
特 に 、 直 腸 癌 に 対 す る 腹 腔 鏡 下 手 術 （ 腹 腔 鏡 下 低 位 前 方 切 除 術 等 ） で は 、 術 野 の 限 ら れ る
骨 盤 内 で の 剥 離 操 作 と 腸 管 の 閉 鎖 、 離 断 、 吻 合 が 必 要 と さ れ る た め に 、 直 腸 周 囲 の 良 好 な
視 野 を 確 保 し た 上 で の 腸 管 の 受 動 、 牽 引 操 作 が 必 須 と な る が 、 現 実 に は 、 直 腸 お よ び S状
結 腸 を 愛 護 的 か つ 確 実 に 把 持 し て お く こ と は 必 ず し も 容 易 で は な く 、 し た が っ て 腸 管 を 所
望 の 方 向 に 牽 引 し て 適 切 な 視 野 を 確 保 す る こ と も 困 難 な こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 従 来 、 こ の 腸 へ の 手 術 に 特 に 適 合 し た 術 野 確 保 器 具 （ レ ト ラ ク タ ） と し て は 、
例 え ば 、 弾 性 的 に 復 元 す る 拡 張 部 材 と 、 該 拡 張 部 材 間 に 張 り 渡 さ れ た 圧 排 面 と な る 柔 軟 材
よ り 構 成 し 、 手 術 対 象 部 周 囲 の 腸 管 を 該 柔 軟 材 で 圧 排 制 御 し 、 空 間 及 び 視 野 を 確 保 す る 臓
器 圧 排 具 が あ る 。 （ 特 許 文 献 １ ）
　 ま た 、 特 に 腸 を 適 用 と し て い る も の で は な い が 、 牽 引 に よ る レ ト ラ ク タ と し て 、 細 径 の
ワ イ ヤ ー ル ー プ に よ り 対 象 臓 器 を 把 持 牽 引 す る ル ー プ レ ト ラ ク タ な ど も 提 案 さ れ て い る 。
（ 特 許 文 献 ２ )
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ６ ０ ５ ８ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ３ ９ ８ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し 、 従 来 の 圧 排 タ イ プ の レ ト ラ ク タ で は 、 該 圧 排 作 業 が 制 約 の 多 い 腹 腔 鏡 下 で の 操 作
と な る た め 、 手 術 状 況 に 適 合 さ せ 、 常 に 最 適 な 所 望 方 向 に 臓 器 を 制 御 し て お く こ と は 難 し
く 、 ま た 滑 り 易 い 腸 管 な ど の 臓 器 を 漏 ら さ ず 安 定 的 に 圧 排 保 持 し て お く 作 業 は 必 ず し も 容
易 で は な い 。
一 方 、 ワ イ ヤ ー ル ー プ タ イ プ の レ ト ラ ク タ で は 、 細 径 の ワ イ ヤ ー に よ る 牽 引 と な る た め 、
強 く 牽 引 す る 場 合 、 腸 管 な ど を 傷 つ け て し ま う 懸 念 が 払 拭 で き ず 、 ま た 、 線 状 の 牽 引 と な
る た め 広 範 囲 を 牽 引 制 御 す る こ と が で き な い と い っ た 問 題 が あ る 。 更 に 、 従 来 の ワ イ ヤ ー
ル ー プ タ イ プ の レ ト ラ ク タ は 、 牽 引 部 が 予 め ル ー プ 状 に 形 状 さ れ て お り 、 腸 管 の よ う な 連
続 的 に 長 く 連 な る 管 状 組 織 へ の 適 用 は そ も そ も 考 慮 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 特 に 腹 腔 鏡 下 手 術 に お い て 腸 管 を 牽 引 把 持 し て お く 器 具 に 好 適 と な
る 、 所 望 方 向 へ の 牽 引 制 御 が 容 易 で 、 術 中 安 定 的 に 保 持 可 能 な 器 具 を 提 供 す る こ と を 課 題
と し た 。
ま た 、 把 持 対 象 組 織 に 悪 影 響 を 与 え な い 安 全 な 器 具 を 提 供 す る こ と を 課 題 と し た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 腸 管 把 持 器 具 は 、 腸 管 に 巻 回 し て 環 状 を 形 成 す る 柔 軟 な 帯 状 体 に 、 前 記 環 状 を
保 持 す る 留 止 手 段 、 及 び 、 鉗 子 な ど に よ り 把 持 さ れ る 把 持 部 を 備 え て 構 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 前 記 帯 状 体 の 表 面 に は ス ベ リ 防 止 手 段 を 備 え る こ と が 好 ま し く 、 該 ス ベ リ 防 止 手 段
の 具 体 的 な も の は 、 次 の 構 成 と し た 。
１ ． 帯 状 体 表 面 に 多 数 の 突 起 を 形 成 し た 。
２ ． 帯 状 体 表 面 の 短 手 方 向 に サ イ ン 曲 線 状 の 凸 部 を 並 列 に 複 数 形 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
更 に 、 前 記 留 止 手 段 は 、 形 成 さ れ る 環 の 大 き さ を 選 択 、 あ る い は 、 可 変 可 能 な も の と す る
こ と が 好 ま し く 、 該 選 択 、 可 変 可 能 な 具 体 的 な も の と し て 、 前 記 帯 状 体 の 一 方 端 側 か ら 長
手 方 向 に 位 置 を 変 え て 複 数 の 通 孔 を 設 け 、 他 方 端 に 、 前 記 通 孔 を 貫 通 可 能 な 係 止 部 を 設 け
て 構 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
加 え て 、 前 記 帯 状 体 の 外 周 辺 縁 部 は 、 全 周 囲 に 亘 り 前 記 突 起 及 び 凸 部 を 除 い た 帯 状 体 表 面
よ り も 肉 厚 に 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 腸 管 把 持 器 具 に よ れ ば 、 ト ロ カ ー ル か ら 腹 腔 内 に 挿 入 し た 、 本 器 具 の 柔 軟 な 帯
状 体 を ベ ル ト の よ う に 把 持 ・ 牽 引 対 象 の 腸 管 に 巻 き 環 状 を 形 成 し 、 留 止 手 段 に よ り 環 状 を
係 止 し て 保 持 し 、 鉗 子 な ど に よ り 把 持 部 を つ か み 、 所 望 の 方 向 に 牽 引 す る こ と に よ り 、 対
象 の 腸 管 を 制 御 し 、 手 術 対 象 部 周 辺 の 術 野 を 確 保 、 維 持 す る こ と が で き る 。
　 こ の 作 用 に よ り 次 の よ う な 効 果 を 期 待 す る こ と が で き る 。
１ ． 腸 管 を 巻 き 留 め る ベ ル ト の よ う な 確 実 な 把 持 と な る た め 、 圧 排 な ど で 懸 念 さ れ た 、 器
具 か ら の 腸 管 の 保 持 漏 れ が な い 、 安 定 的 な 把 持 を 容 易 に す る こ と が で き る 。
２ ． 鉗 子 な ど に よ り 、 把 持 部 を 所 望 方 向 に 牽 引 す る こ と に よ り 、 牽 引 方 向 を 自 在 に 制 御 す
る こ と が 可 能 で 、 手 術 状 況 に 適 合 さ せ 、 常 に 最 適 な 術 野 が 得 ら れ る よ う に 牽 引 制 御 し て お
く こ と が で き る 。 例 え ば 、 腸 管 軸 方 向 に も 腸 管 軸 方 向 に 直 行 す る 方 向 に も 自 在 に 、 か つ 、
容 易 に 牽 引 す る こ と が で き る 。
３ ． 帯 状 体 が 柔 軟 で 、 か つ 、 帯 状 の 面 に よ る 腸 管 の 把 持 、 牽 引 と な る た め 、 接 触 組 織 に 与
え る 影 響 が 小 さ く 、 例 え 、 多 少 強 い 牽 引 で あ っ て も 組 織 に 悪 影 響 を 与 え る こ と が 少 な い こ
と に よ り 、 腸 管 や 腸 管 膜 表 面 を 損 傷 さ せ な い 安 全 な 器 具 と す る こ と が で き る 。
４ ． 前 記 の 通 り 、 帯 状 体 の 面 に よ る 牽 引 と な る た め 、 従 来 と 比 較 し て 広 範 囲 を 無 理 な く 把
持 ・ 牽 引 制 御 す る こ と が で き る 。
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　 以 上 の 効 果 に よ り 本 発 明 が 課 題 と し た 、 所 望 方 向 へ の 牽 引 制 御 が 容 易 で 、 術 中 安 定 的 に
保 持 可 能 な 器 具 、 ま た 、 牽 引 対 象 組 織 に 悪 影 響 を 与 え な い 安 全 な 器 具 、 と い っ た 課 題 を 全
て 満 た す 器 具 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 更 な る 作 用 、 効 果 と し て 帯 状 体 表 面 に 多 数 の 突 起 や サ イ ン 曲 線 状 の 凸 部 な ど の ス
ベ リ 防 止 手 段 を 施 す と 、 滑 り 易 い 腸 管 と の 接 触 部 が 突 起 等 に よ り 確 実 に 把 持 さ れ 、 よ り 安
定 し た 牽 引 保 持 を す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 形 成 さ れ る 環 の 大 き さ を 選 択 、 あ る い は 、 可 変 可 能 な も の と す る と 、 個 体 に よ り
異 な る 様 々 な 太 さ の 腸 管 に 対 し 、 常 に 最 適 な 大 き さ を 選 択 し て 用 い る こ と が で き る 。
　 更 に 、 外 周 辺 縁 部 を 肉 厚 な 縁 と す る と 、 該 縁 部 が 補 強 さ れ る こ と に よ り 、 器 具 の 裂 け な
ど に よ る 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ き 図 面 を 参 考 に 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 形 態 の 第 一 の 実 施 例 の 腸 管 把 持 器 具 で 、 Ａ が 全 体 構 成 図 、 Ｂ が ａ － ａ 断 面 の 拡
大 図 を 示 し て い る 。
本 例 の 腸 管 把 持 器 具 は 、 柔 軟 樹 脂 よ り な る 帯 状 体 １ に 、 該 帯 状 体 １ を ベ ル ト の よ う に 腸 管
に 巻 い て 環 状 を 形 成 す る さ い に 、 該 環 状 を 止 め て 置 く た め の 留 止 手 段 と し て 通 孔 ２ と 係 止
部 ３ を 、 ま た 、 鉗 子 等 に よ り 対 象 組 織 を 把 持 牽 引 す る た め の 把 持 部 ４ を 設 け て 基 本 構 成 し
、 更 に 、 本 例 に お い て は 、 腸 管 に 巻 回 し た さ い の ス ベ リ 防 止 手 段 と し て 、 多 数 の 突 起 ５ を
設 け 、 前 記 し た 全 て の 構 成 部 を 一 体 成 型 に よ り 形 成 し 構 成 し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
帯 状 体 １ は 、 柔 軟 で 、 好 ま し く は 適 度 な 弾 性 を 有 す る 樹 脂 （ 本 例 に お い て は 、 シ リ コ ー ン
樹 脂 ） よ り な る 長 尺 な 長 方 形 で 、 サ イ ズ は 、 ト ロ カ ー ル （ 図 示 せ ず ） か ら の 挿 入 や 腸 管 ９
に 巻 回 す る の に 必 要 な 長 さ な ど を 考 慮 し て 、 巻 回 有 効 長 １ ２ ０ ～ １ ６ ０ ｍ ｍ （ 把 持 部 を 除
く 部 分 ） 、 幅 ２ ０ ～ ４ ０ ｍ ｍ 、 厚 さ ２ ～ ４ ｍ ｍ （ 突 起 部 を 含 む ） 程 度 が 適 当 で （ 本 例 に お
い て は 、 １ ４ ５ ｍ ｍ × ３ ０ ｍ ｍ × ２ ． ５ ｍ ｍ ） 、 帯 状 体 １ 表 裏 両 面 全 面 に 亘 り 、 腸 管 ９ に
巻 回 し て 保 持 す る さ い に ス ベ リ 防 止 手 段 と な る 突 起 ５ （ 本 例 に お け る 突 起 の 出 長 さ ０ ． ５
ｍ ｍ ） 多 数 を 設 け て 形 成 し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 例 に お い て の 留 止 手 段 は 、 通 孔 ２ と 、 該 通 孔 ２ に 貫 通 可 能 で 、 か つ 、 該 通 孔 ２ と 係 合 し
て 係 止 可 能 な 係 止 部 ３ よ り な り 、 通 孔 ２ は 、 前 記 帯 状 体 １ の 一 方 端 部 側 よ り 長 手 方 向 に 等
間 隔 で 平 行 に 複 数 の 長 方 形 状 の 貫 通 孔 を 設 け て 構 成 し 、 サ イ ズ は 係 止 部 と 適 合 す る 大 き さ
と し て 設 定 さ れ た （ 本 例 に お い て は 、 ４ ｍ ｍ × １ １ ｍ ｍ ） 。 一 方 、 係 止 部 ３ は 、 通 孔 ２ を
設 け た 前 記 帯 状 体 １ の 反 対 側 の 端 部 に 、 幅 方 向 の 長 さ を 通 孔 ２ に 貫 通 可 能 な 幅 に 細 径 化 し
て 、 該 帯 状 体 １ と 一 体 成 型 で 形 成 さ れ 、 形 状 は 特 定 す る も の で は な い が 、 本 例 に お い て は
、 巾 広 部 ３ １ と 巾 狭 部 ３ ２ を 繰 り 返 す 傘 状 の 連 続 形 状 と し て 形 成 し 、 巾 広 部 ３ １ は 前 記 通
孔 ２ の 幅 よ り も 大 き く 、 一 方 、 巾 狭 部 ３ ２ は 小 さ く 形 成 す る こ と に よ り 、 巾 広 部 ３ １ と 巾
広 部 ３ １ の 間 の 巾 狭 部 ３ ２ 、 あ る い は 、 帯 状 体 １ か ら 係 止 部 ３ に 細 径 化 さ れ た 移 行 部 に あ
た る 肩 部 ３ ３ と 巾 広 部 ３ １ の 間 に 通 孔 ２ を 位 置 さ せ る こ と に よ り 、 自 然 状 態 で の 軸 方 向 へ
の 移 動 が 規 制 さ れ 、 帯 状 体 １ の 環 状 を 保 持 、 係 止 す る こ と が で き る 構 造 と し て い る 。 ま た
、 巾 広 部 ３ １ と 巾 狭 部 ３ ２ を 繰 り 返 す 傘 状 の 連 続 形 状 で あ る こ と に よ り 、 通 孔 ２ へ 通 す さ
い は 、 傘 状 の 上 部 が 、 長 手 方 向 に 斜 め に 傾 斜 し て い る た め 通 孔 ２ の 孔 径 よ り 大 き な 径 の 巾
広 部 ３ １ で あ っ て も 柔 軟 性 を 利 用 す る こ と で 容 易 に 通 す こ と が 可 能 で 、 一 方 、 抜 く さ い は
、 傘 状 の 下 部 が 長 手 方 向 に 直 角 に 形 成 さ れ る た め 容 易 に 抜 け る こ と が な く 、 係 止 を 確 実 に
し 、 保 持 中 の 抜 け 防 止 と な っ て い る 。
ま た 、 本 構 成 に よ る と 、 通 孔 ２ の 位 置 の 選 択 、 及 び 係 止 部 ３ の 留 め 位 置 の 選 択 に よ り 状 況
に 応 じ て 、 形 成 す る 環 の 大 き さ を 自 在 に 設 定 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
尚 、 本 例 に お け る 係 止 部 ３ の サ イ ズ は 、 前 記 通 孔 ２ と 適 合 す る も の と し て 、 巾 広 部 ３ １ で
１ ４ ｍ ｍ 、 巾 狭 部 ３ ２ で ９ ． ５ ｍ ｍ 、 長 さ ６ ５ ｍ ｍ と し た 。 ま た 、 留 止 手 段 と し て は 、 本
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例 に 限 定 す る も の で は な く 、 例 え ば 面 状 フ ァ ス ナ ー を 備 え る な ど の 公 知 の 係 止 手 段 で あ っ
て も 良 い 。
把 持 部 ４ は 、 前 記 係 止 部 ３ と 共 用 さ れ 、 帯 状 体 １ と 同 様 に 設 け ら れ る 突 起 ５ は 、 鉗 子 等 に
よ り 把 持 さ れ る さ い の ス ベ リ 防 止 効 果 も 期 待 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ２ は 、 本 形 態 の 第 二 の 実 施 例 の 腸 管 把 持 器 具 で 、 Ａ が 全 体 構 成 図 、 Ｂ が ｂ － ｂ 断 面 の 一
部 拡 大 図 を 示 し て い る 。
本 例 の 腸 管 把 持 器 具 は 、 前 記 第 一 の 実 施 例 と 基 本 構 成 は 同 様 で 、 柔 軟 樹 脂 よ り な る 帯 状 体
１ ０ 、 環 状 を 保 持 す る 留 止 手 段 と な る 通 孔 ２ ０ と 係 止 部 ３ ０ 、 及 び 、 鉗 子 の 把 持 部 分 と な
る 前 記 係 止 部 ３ ０ と 共 用 さ れ る 把 持 部 ４ ０ に よ り 構 成 し 、 本 例 に お い て は 、 ス ベ リ 防 止 手
段 と し て サ イ ン 曲 線 状 の 複 数 の 凸 部 ５ ０ を 、 前 記 帯 状 体 １ ０ の 短 手 方 向 に 、 等 間 隔 で 並 列
に 設 け 、 全 て の 構 成 部 を 一 体 成 型 に よ り 形 成 し 構 成 し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
帯 状 体 １ ０ は 、 材 質 、 形 状 、 サ イ ズ は 、 前 記 し た 第 一 の 実 施 例 と 同 様 と し 、 前 記 し た 通 り
、 該 帯 状 体 １ ０ の 表 裏 両 面 に 、 腸 管 ９ に 巻 回 し て 保 持 す る さ い に ス ベ リ 防 止 手 段 と な る サ
イ ン 曲 線 状 の 凸 部 ５ ０ （ 本 例 に お け る 凸 部 の 出 長 さ ０ ． ５ ｍ ｍ ） を 、 後 記 す る 通 孔 ２ ０ を
避 け る 位 置 に 、 並 列 に 等 間 隔 で 複 数 設 け て 形 成 し 、 更 に 、 該 帯 状 体 １ ０ 、 及 び 、 後 記 す る
係 止 部 ３ ０ （ 把 持 部 ４ ０ ） の 周 囲 辺 縁 部 、 全 周 囲 に 亘 り 、 本 例 に お い て は 辺 部 よ り ２ ｍ ｍ
の 巾 で 、 前 記 凸 部 ５ ０ と 同 等 の 肉 厚 （ 本 例 で は 、 帯 状 体 よ り １ ｍ ｍ 肉 厚 ） と し た 縁 部 ６ ０
を 形 成 し 、 構 成 し た 。
こ の サ イ ン 曲 線 状 の 凸 部 で 形 成 す る ス ベ リ 防 止 手 段 に よ る と 、 前 記 、 多 数 の 突 起 を 設 け る
ス ベ リ 防 止 手 段 に 比 較 し て 、 臓 器 と の 接 触 面 に 凹 凸 が 少 な く 、 し か も 、 ス ベ リ 防 止 に 効 果
の 高 い サ イ ン 曲 線 を 採 用 し た こ と に よ り 、 十 分 な 臓 器 保 持 能 力 を 保 有 し な が ら 、 把 持 さ れ
る 臓 器 へ の 負 担 低 減 が 期 待 で き る 。 ま た 、 肉 厚 の 縁 部 ６ ０ を 設 け る こ と に よ り 、 裂 け や す
い 辺 縁 部 が 補 強 さ れ 、 器 具 の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。
尚 、 ス ベ リ 防 止 手 段 は 、 第 一 の 実 施 例 の 突 起 ５ 、 及 び 、 本 実 施 例 の サ イ ン 曲 線 状 の 凸 部 ５
０ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 表 面 に 別 の 凹 凸 が 形 成 さ れ る も の 、 あ る い は 別 の 公 知 の 手
段 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 例 に お け る 留 止 手 段 は 、 通 孔 ２ ０ と 、 該 通 孔 ２ ０ に 貫 通 可 能 な 係 止 部 ３ ０ よ り な り 、 前
記 第 一 の 実 施 例 と 同 様 に 、 通 孔 ２ ０ は 、 帯 状 体 １ ０ の 一 方 端 部 側 よ り 長 手 方 向 に 等 間 隔 で
平 行 に 複 数 の 長 方 形 状 の 貫 通 孔 を 設 け て 構 成 し 、 該 通 孔 ２ ０ の 縁 部 ２ ０ １ は 前 記 帯 状 体 １
０ の 縁 部 ６ ０ と 同 様 に 肉 厚 に 形 成 し 、 補 強 し て 構 成 し た 。 該 補 強 に よ り 、 通 孔 ２ ０ の 辺 縁
部 か ら の 裂 け な ど の 損 傷 を 防 止 し て い る 。
一 方 、 係 止 部 ３ ０ は 、 通 孔 ２ ０ を 設 け た 前 記 帯 状 体 １ ０ の 反 対 側 の 端 部 に 、 幅 方 向 の 長 さ
を 通 孔 ２ ０ に 貫 通 可 能 な 幅 （ 本 例 に お い て は １ ０ ｍ ｍ ） と し て 、 該 帯 状 体 １ ０ と 一 体 成 型
で 形 成 さ れ た 。 尚 、 本 例 に お い て は 、 前 記 第 一 の 実 施 例 の よ う な 傘 状 の 係 止 手 段 は 設 け ず
、 帯 状 体 １ ０ か ら 係 止 部 ３ ０ に 細 径 化 さ れ た 移 行 部 に あ た る 肩 部 ３ ０ １ に 通 孔 ２ ０ を 位 置
さ せ る こ と に よ り 、 自 然 状 態 で の 軸 方 向 へ の 移 動 が 規 制 さ れ 、 帯 状 体 １ ０ の 環 状 を 保 持 、
係 止 す る こ と が で き る 構 造 と し て い る 。 こ こ で 、 該 傘 状 の 係 止 手 段 を 設 け る か ど う か は 、
臓 器 の 保 持 の 確 実 性 を 優 先 す る 場 合 は 採 用 し 、 手 術 の 作 業 効 率 を 優 先 す る 場 合 は 採 用 し な
い な ど 必 要 に 応 じ て 選 択 す れ ば 良 い 。
把 持 部 ４ ０ は 、 前 記 係 止 部 ３ ０ と 共 用 さ れ 、 帯 状 体 １ ０ と 同 様 に 設 け ら れ る 凸 部 ５ ０ は 、
鉗 子 等 に よ り 把 持 さ れ る さ い の ス ベ リ 防 止 効 果 も 期 待 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ３ は 、 本 発 明 の 第 一 の 実 施 の 形 態 の 腸 管 把 持 器 具 に よ り 腸 を 把 持 し た 状 態 を 示 す 模 式 図
で 、 Ａ が 側 面 図 、 Bが 正 面 図 を 示 し て い る 。 尚 、 本 図 に お い て は 、 前 記 ス ベ リ 防 止 手 段 の
突 起 は 省 略 し た 。
本 実 施 形 態 の 器 具 の 使 用 方 法 を 簡 単 に 説 明 す る と 、
１ ． 柔 軟 性 を 利 用 し て 、 ト ロ カ ー ル を 通 し て 本 器 具 を 腹 腔 内 に 挿 入 す る 。
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２ ． 帯 状 体 １ を 、 鉗 子 ２ 本 を 利 用 し て 把 持 対 象 の 腸 管 ９ に 巻 き 、 適 当 な 通 孔 ２ に 係 止 部 ３
を 必 要 な 長 さ 通 す 。 こ の さ い 、 係 止 部 を 最 後 ま で 通 し 、 前 記 し た 肩 部 ３ ３ で 係 止 す る と 最
も 安 定 し て 係 止 、 保 持 す る こ と が で き る 。
３ ． 鉗 子 に よ り 把 持 部 ４ を 把 持 し 、 腸 管 軸 方 向 、 腸 管 軸 に 直 交 す る 方 向 な ど 所 望 な 方 向 に
牽 引 し て 術 野 を 確 保 す る 。
と い っ た 手 順 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 使 用 実 態 に つ い て 簡 単 に 説 明 す る 。 本 器 具 に 好 適 と な る 症 例 と し て
、 前 記 し た 早 期 直 腸 癌 に 施 さ れ る 腹 腔 鏡 下 低 位 前 方 切 除 術 （ 肛 門 側 に 近 い 場 所 の 直 腸 切 除
、 摘 出 ） が あ り 、 こ の 手 術 の さ い に S状 結 腸 肛 門 側 か ら 直 腸 を 確 実 に 保 持 し 、 直 腸 を 腸 管
軸 方 向 頭 側 に 牽 引 す る こ と に よ り 、 極 め て 良 好 な 視 野 が 得 ら れ 、 他 の 圧 排 鈎 な ど を 併 用 す
る こ と な く 、 直 腸 と 周 辺 組 織 の 剥 離 を 容 易 に す る こ と が で き た 。 さ ら に 腸 管 （ 特 に 固 有 筋
層 ） に 適 度 の 緊 張 を か け て 牽 引 で き る た め 固 有 筋 層 周 囲 に あ る 脂 肪 組 織 の 剥 離 ・ 切 除 操 作
が 容 易 か つ 安 全 に 行 え た 。 ま た 、 こ の さ い 腸 管 及 び 腸 管 膜 へ の 損 傷 は 全 く 認 め ら れ な か っ
た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
尚 、 本 発 明 の 把 持 器 具 は 、 腸 管 を 主 な 適 応 組 織 と し て 発 明 さ れ た 器 具 で あ る が 、 腸 管 の よ
う な 管 状 臓 器 等 の 組 織 （ 例 え ば 食 道 な ど ） へ の 適 用 も 可 能 で あ り 、 当 然 、 こ れ ら 他 の 組 織
に 適 用 す る 用 途 の 器 具 を 権 利 か ら 除 外 す る も の で な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 の 形 態 の 腸 管 把 持 器 具 を 示 す 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 二 の 実 施 の 形 態 の 腸 管 把 持 器 具 を 示 す 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 前 記 第 一 の 実 施 の 形 態 の 器 具 を 腸 管 に 巻 回 し た 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
１ ． 　 １ ０ ． 　 　 帯 状 体
　 ２ ． 　 ２ ０ ． 　 　 通 孔
　 ３ ． 　 ３ ０ ． 　 　 係 止 部
　 ３ １ ． 　 巾 広 部
　 ３ ２ ． 　 巾 狭 部
　 ３ ３ ． 　 ３ ０ １ ． 　 肩 部
　 ４ ． 　 ４ ０ ． 　 　 把 持 部  
　 ５ ． 　 　 突 起
　 ５ ０ ． 　 サ イ ン 曲 線 状 凸 部
　 ６ ０ ． 　 縁 部
　 ９ ． 　 　 腸 管
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